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山

本

一

清

　
　
　
　
　
　
　
　
（
幽
）

　
↓
九
二
四
年
十
一
月
の
中
頃
、
ロ
ン
ド
ン
を
立
っ
て
蘇
國
エ
デ
ン
バ

ラ
に
向
ふ
途
中
、
自
分
の
心
に
は
　
エ
ス
ピ
ン
師
の
タ
ゥ
ロ
ゥ
天
文
皇

を
訪
ね
た
い
ぐ
』
い
ふ
希
望
が
あ
っ
弛
。
ε
こ
ろ
が
、
タ
ゥ
ロ
ゥ
ε
い
ふ

町
の
場
所
が
、
手
許
に
持
ち
合
せ
て
み
る
小
さ
な
地
圖
に
は
表
は
れ
て

る
な
い
の
で
、
如
何
な
る
汽
車
便
に
よ
れ
ば
都
合
が
好
い
の
か
分
ら
な

い
。
閉
口
し
た
結
果
、
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
に
立
寄
っ
た
の
を
幸
ひ
、
其
の
大

學
天
文
肇
の
入
々
に
タ
ウ
ロ
ゥ
天
文
墓
の
位
置
を
き
い
て
見
た
。
し
か

る
に
、
意
外
な
こ
ミ
に
、
誰
も
詳
し
い
事
を
知
ら
な
い
o
G
君
は
何
か

詳
細
な
地
圖
が
無
い
か
ミ
、
圖
書
室
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
引
き
出
し
や

棚
な
さ
を
捜
し
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
駄
目
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
は
，

「
ダ
！
ラ
ム
の
町
か
ら
遠
く
な
い
の
だ
ら
う
ミ
思
ひ
ま
す
が
、
そ
の
ダ

ー
ラ
ム
の
直
撃
天
文
肇
ざ
タ
ゥ
ロ
ウ
天
文
皇
ミ
の
間
の
距
離
だ
け
で
も

知
り
た
い
も
の
で
す
。
多
分
、
航
海
暦
の
中
の
天
文
肇
一
儀
表
に
纏
緯

度
が
出
て
み
る
で
せ
う
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
見
ま
せ
う
」

§
言
ひ
出
す
S
、

「
な
る
ほ
さ
其
れ
は
思
ひ
付
き
だ
！
さ
れ
く
」

ミ
、
G
氏
は
今
年
の
英
國
暦
を
持
っ
て
來
て
く
れ
た
。

「
経
緯
度
の
差
に
よ
っ
て
，
こ
ん
な
近
い
爾
地
の
見
る
の
は
今
始
め
て

の
経
験
だ
」

な
・
ご
ε
君
も
面
白
が
る
。

　
さ
て
、
航
海
暦
の
表
に
よ
れ
ば

　
ダ
ー
ラ
ム
天
丈
籔
｝
μ
　
　
　
経
由
反
、
・
西
径
○
時
山
州
分
｝
九
9
七
五
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯
度
、
北
緯
　
五
十
四
度
四
山
ハ
分
六
秒

　
タ
ゥ
ロ
ゥ
一
八
文
豪
　
　
　
　
同
　
　
　
岡
　
　
（
）
時
七
分
一
四
・
M
里
山
ハ
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同
　
五
十
四
度
四
三
分
三
〇
秒

ぐ
」
出
て
み
る
。

「
だ
か
ら
，
タ
ゥ
ロ
ゥ
は
ダ
ー
ラ
ム
の
西
へ
」

殆
ん
さ
ダ
！
ラ
ム
の
眞
西
ミ
思
っ
て
も
好
い
。
で
す
か
ら
、
ミ
ス
タ
・

ヤ
マ
モ
ト
．
貴
君
は
ダ
ー
ラ
ム
ま
で
汽
車
で
御
出
C
な
さ
い
。
そ
れ
か

ら
　
哩
ほ
さ
は
汽
車
な
さ
が
あ
る
か
無
い
か
．
其
の
邊
へ
行
っ
て
か
ら

開
か
な
く
て
は
な
り
ま
す
ま
い
。
L

　
こ
う
し
て
、
た
“
あ
ら
ま
し
の
位
置
を
知
り
、
汽
車
は
，
歎
へ
ら
れ

た
通
り
、
ダ
ー
ラ
ム
ま
で
切
符
を
買
っ
て
，
ケ
ン
ブ
9
，
ヂ
を
立
つ
た
o



IS3

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
午
后
八
時
頃
、
北
行
き
の
汽
車
の
連
絡
の
都
合
上
、
ヨ
ー
ク
騨
に
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ち

一
時
聞
ほ
7
ご
下
車
し
た
の
で
、
其
の
間
、
騨
の
内
外
、
市
の
城
壁
の
あ

る
あ
た
り
を
散
歩
し
て
、
さ
て
汽
車
の
出
る
ブ
ト
ラ
フ
オ
ム
に
蹄
っ
て

來
た
時
、
ふ
こ
、
騨
の
掲
示
板
を
見
る
言
、
丁
度
、
こ
の
あ
た
り
，
北

都
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
鐵
道
地
圏
が
出
て
み
る
。

　
「
今
夜
は
此
の
馳
ま
で
行
く
の
だ
」

ミ
思
ひ
な
が
ら
、
ダ
ー
ラ
ム
市
の
附
近
の
地
理
を
暫
く
眺
め
て
み
る

S
、
意
外
に
も
其
所
に
「
タ
ゥ
ロ
ゥ
」
↓
こ
い
ふ
唱
名
が
見
つ
か
っ
た
。
急

に
、
大
暑
び
で
此
の
地
蔵
の
示
す
。
か
ま
・
に
、
傍
ら
の
汽
車
時
間
表
－
こ

見
比
べ
て
見
た
ξ
ろ
こ
が
、
ク
ゥ
ロ
ゥ
は
，
ダ
ー
ラ
ム
の
少
し
手
前
の

ダ
ー
リ
ン
ト
ン
市
か
ら
便
利
な
汽
車
が
行
く
こ
噛
こ
に
な
っ
て
み
る
，
タ

ウ
ロ
ゥ
は
ダ
ー
ラ
ム
の
西
八
哩
だ
，
こ
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
で
G
君
が
言
っ
た
の

は
、
多
分
緯
度
言
経
度
書
を
間
ち
が
へ
た
の
で
，
今
見
れ
ば
ダ
ー
ラ
ム

の
西
南
＋
哩
に
當
っ
て
み
る
。
ー
ー
こ
れ
で
其
の
夜
は
、
ダ
ー
ラ
ム
泊

り
を
攣
更
し
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
に
下
車
す
る
こ
ご
、
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
へ
は
夜
の
＋
時
頃
に
着
い
た
が
、
直
ぐ
男
前
の
一
ホ

テ
ル
に
泊
り
込
ん
で
了
つ
た
。

　
翌
朝
、
例
に
な
く
六
時
に
起
床
。
急
ぎ
食
事
し
て
、
七
時
竪
穴
ウ
ロ

ゥ
行
き
の
汽
車
に
乗
っ
た
。
可
な
り
寒
い
朝
で
は
あ
る
が
、
素
質
の
汽

車
は
設
備
が
好
く
、
内
部
が
充
分
に
暖
め
ら
れ
て
み
る
。
窓
外
は
未
だ

日
出
前
の
暗
さ
で
。
南
に
は
有
明
月
が
輝
い
て
み
る
。
暫
く
す
る
ε
東

か
ら
太
陽
が
現
は
れ
、
総
に
あ
る
や
う
な
英
君
の
美
し
い
田
舎
の
景
色

が
目
の
前
に
籏
け
ら
れ
て
來
た
。
八
時
十
五
分
タ
ゥ
ロ
ゥ
着
す
ぐ
こ
の

小
さ
な
騨
の
騨
長
さ
ん
を
捕
へ
て
、

　
「
エ
ス
ピ
ン
牧
師
の
天
文
皇
は
何
所
で
す
か
？
」

ε
き
く
ε
㌃

　
「
ア
、
ミ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
の
家
で
す
か
。
す
ぐ
此
の
近
く
で
す
よ
。

あ
れ
あ
す
こ
に
見
え
ま
せ
う
。
あ
れ
が
エ
ス
ピ
ン
さ
ん
の
教
會
堂
で
．

其
の
左
手
に
見
え
る
の
が
家
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
少
し
ま
は
り
道
を
し

て
充
分
間
も
か
、
ら
な
い
で
行
け
ま
す
よ
。
」

　
天
文
毫
ら
し
い
も
の
が
騨
か
ら
は
見
え
な
い
、
こ
は
思
っ
た
が
、
ぐ
〕
に

か
く
、
行
っ
て
見
れ
ば
好
い
，
こ
思
ひ
、
教
へ
ら
れ
た
道
を
歩
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
タ
ゥ
ロ
ゥ
は
、
全
く
田
舎
の
一
寒
村
で
、
村
中
の
人
口
が
舶
千
も
あ

ら
う
か
。
通
り
を
歩
い
て
見
る
ミ
、
八
百
屋
や
靴
屋
や
鍛
治
屋
な
さ
幅

通
り
の
も
の
は
あ
る
け
れ
さ
、
四
方
に
廣
々
ミ
し
た
草
原
を
ひ
か
へ

て
、
牧
畜
が
村
入
の
重
な
職
業
ら
し
い
。

　
村
の
東
の
端
，
牛
や
馬
を
養
ふ
牧
草
野
の
聴
き
の
一
部
を
，
垣
で
園

ん
だ
中
に
、
高
く
十
字
架
を
頂
い
た
教
會
堂
、
こ
、
可
な
り
大
き
な
構
へ

の
三
階
石
造
り
ε
が
あ
る
。
穿
れ
が
エ
ス
ピ
ン
氏
の
往
居
で
、
其
の
家

の
傍
ら
に
、
黒
く
塗
っ
た
大
桶
み
た
い
な
二
つ
三
つ
の
建
物
i
l
孕
れ

が
望
蓮
鏡
を
納
め
て
み
る
ド
ー
ム
だ
「
こ
．
近
づ
い
て
知
る
こ
ミ
が
出
來

一
七
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た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
「
，
一
。
。
G
。
G
。
」
，
こ
い
ふ
大
き
な
マ
ー
ク
を
高
い
所
に
刻
ん
だ
此
の
三
階
建
の

西
の
入
口
に
立
っ
て
、
自
分
は
戸
を
叩
い
だ
つ
す
る
ミ
。
一
人
の
老
婆

が
出
て
來
て
、

　
「
ミ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
は
少
し
風
邪
の
氣
味
で
，
今
朝
は
朝
ね
坊
を
し

て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
ミ
ス
タ
・
ミ
ル
バ
ー
ン
を
呼
び
ま
す
か
ら
、
暫
く
此
の

室
で
御
待
ち
下
さ
い
」

ε
、
通
さ
れ
た
時
は
圭
人
エ
ス
ピ
ン
氏
の
書
齋
ら
し
く
、
一
面
を
ガ
ラ

ス
窓
・
こ
し
、
他
の
三
面
は
床
か
ら
天
空
に
書
く
ま
で
書
物
を
一
ぽ
い
に

な
ら
べ
て
あ
る
。
牧
師
兼
天
文
家
の
書
齋
で
あ
る
か
ら
宗
教
書
ド
　
天
文

書
ε
が
主
，
こ
し
て
並
べ
て
あ
る
の
だ
ら
う
一
こ
豫
期
し
な
が
ら
、
見
渡
す

一
こ
意
外
に
も
此
等
は
瀞
學
論
集
だ
¶
こ
か
、
聖
書
の
注
繹
だ
ミ
か
、
宗
教

史
で
あ
る
ε
か
、
信
仰
問
答
で
あ
る
一
こ
か
。
全
部
が
宗
教
の
も
の
ば
か

り
。
「
少
々
，
憂
だ
ナ
」
「
こ
思
ひ
な
が
ら
、
一
撃
注
意
し
て
見
る
一
こ
、
書

棚
で
は
無
く
、
机
の
土
に
、
使
ひ
古
し
た
聖
書
ぐ
〕
な
ら
べ
て
、
「
日
暑

U
碧
○
ぴ
。
。
①
幽
く
暮
。
．
邑
ミ
表
紙
に
書
き
つ
け
た
観
測
帳
が
嚇
冊
置
い
て
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
二
階
か
ら
降
り
て
來
た
ミ
ル
バ
ー
ン
氏
は

　
「
ハ
ウ
・
ド
ゥ
ユ
ゥ
ド
ゥ
、
ミ
ス
タ
・
ヤ
マ
モ
ト
。
大
藩
御
早
い
で
す
ね
。

ミ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
は
間
も
な
く
起
き
て
來
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の

一
八

内
に
、
私
が
望
遠
鏡
を
御
寛
に
入
れ
ま
ぜ
う
。
L

　
「
エ
ス
ピ
ン
さ
ん
は
御
病
氣
だ
そ
う
で
す
ね
，
如
何
で
す
？
」

　
「
な
に
、
大
し
た
、
こ
書
は
無
い
の
で
す
。
」

そ
こ
で
、
自
分
は
ミ
ル
バ
ー
ン
民
の
導
く
が
ま
・
に
、
家
か
ら
ド
ー
ム

の
あ
る
方
へ
蓮
れ
て
行
っ
た
。

　
先
づ
見
せ
ら
れ
た
の
は
翼
翼
懇
嘆
の
反
射
望
遠
鏡
で
、
黒
く
塗
っ
た

木
造
屋
の
、
極
め
て
御
粗
玉
な
，
豚
小
屋
み
た
い
な
家
の
中
に
あ
る
の

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
「
こ
れ
は
最
近
に
作
っ
た
も
の
で
、
主
に
、
素
人
の
人
々
に
星
を
鼻

せ
た
り
す
る
の
に
使
ひ
ま
す
。
…
…
…
エ
・
、
据
付
け
は
紹
て
手
製
で

す
よ
。
」
全
く
無
雑
作
に
木
を
組
ん
で
赤
道
儀
に
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る

が
、
手
ぎ
は
好
く
出
來
て
る
る
、

　
次
ぎ
に
案
内
さ
れ
た
の
が
＋
七
吋
牛
の
反
射
鏡
室
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
八
八
五
年
、
師
ち
エ
ス
。
ヒ
ン
氏
が
天
文
観
測
を
始
め
て
以
來
、
長
く

使
用
さ
れ
て
る
る
望
遠
鏡
で
、
四
十
年
の
間
に
、
氏
は
之
れ
に
よ
つ
て

幾
丁
幾
千
－
こ
い
ふ
程
の
多
藪
の
こ
電
星
を
匹
見
し
，
叉
、
攣
光
星
や
赤

色
星
を
観
測
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は
全
く
此
の
十
七
吋
に
よ
っ
て
、
英

國
ミ
い
は
す
，
む
し
ろ
世
界
の
天
文
界
に
名
を
暴
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
有
名
な
望
遠
鏡
が
、
’
や
は
り
、
黒
塗
り
の
木
造
家
で
、
御
粗
末
な

中
に
牧
ま
っ
て
み
る
、
天
文
望
遠
鏡
で
あ
る
が
故
に
．
普
通
の
赤
道
儀

式
の
爾
軸
懸
濁
が
掻
上
る
や
う
に
は
な
っ
て
み
る
が
、
屋
根
は
動
か
す
、

只
、
南
北
の
子
午
線
の
方
向
に
可
な
り
廣
く
窓
が
開
く
ミ
い
ふ
丈
け
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で
レ
「
不
便
に
相
違
な
か
ら
う
」
－
こ
思
は
れ
る
け
れ
，
ご
，
ミ
ル
バ
ー
ン
君

は
、
李
氣
な
顔
で
，
い
ろ
く
一
こ
器
械
の
細
部
を
詫
明
せ
ら
れ
る
。

　
其
の
次
に
見
せ
ら
れ
た
の
が
二
十
四
吋
の
カ
ル
ブ
ー
鏡
を
入
れ
た
大

ド
ー
ム
で
あ
っ
た
。
湿
れ
は
一
九
一
四
年
以
來
此
の
所
に
置
か
れ
て
、

主
に
二
重
星
観
測
の
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
現
に
此
の
日
も
接
眼

部
に
は
測
微
器
が
取
り
付
け
ら
れ
た
ま
・
に
な
っ
て
み
た
。
此
の
測
微

器
も
亦
手
製
で
あ
っ
て
位
置
角
を
測
る
環
の
口
盛
り
な
魯
、
如
何
に
も

齪
暴
に
恩
遇
て
は
み
る
が
、
熟
練
し
た
圭
人
が
使
へ
ば
、
之
れ
で
も
立

派
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
か
¶
こ
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
l
i
此
の
二
十
四

吋
鏡
の
ド
ー
ム
は
他
の
も
の
に
比
べ
て
、
比
較
的
最
も
近
代
式
－
こ
言
へ

や
う
か
。
屋
根
も
一
通
り
不
都
合
無
く
廻
韓
す
る
や
う
に
出
來
て
は
み

る
し
、
器
械
全
艦
の
赤
道
儀
装
置
も
、
流
石
に
最
も
手
が
懸
っ
て
み
る
。

反
射
鏡
の
新
鉱
か
割
合
に
短
か
い
の
で
、
時
々
は
星
の
寡
眞
な
♂
を
撮

っ
た
り
す
る
一
こ
い
ふ
話
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
一
通
り
此
等
の
望
遠
鏡
を
見
終
る
ε
、
元
の
家
肺
へ
つ
て
來
て
，

　
「
ま
だ
暫
く
時
間
が
あ
る
か
ら
」

－
こ
て
．
三
階
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。
此
の
三
階
は
、
一
部
は
爲
眞
用
の

暗
室
に
も
な
り
、
又
、
鏡
み
．
か
き
の
室
も
あ
り
、
鏡
を
鍍
銀
す
る
室
も

あ
り
，
其
他
、
一
般
の
望
遠
鏡
修
理
工
事
も
出
躍
る
や
う
な
設
備
に
な

っ
て
み
る
，
又
，
別
の
二
三
の
室
は

　
「
こ
Σ
は
ミ
ウ
ジ
ア
ム
で
す
」

－
、
与
げ
つ
て
通
さ
れ
た
其
の
言
葉
の
如
く
、
廊
下
か
ら
室
内
へ
か
け
て
レ

一
ぱ
い
に
種
々
な
も
の
が
陳
列
し
て
あ
る
。
物
は
殆
ん
・
ご
絡
べ
て
此
の

附
近
か
ら
集
め
た
磧
物
や
岩
石
の
標
本
で
あ
っ
て
、
立
派
な
結
晶
な
「
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
可
な
り
数
多
く
並
べ
、
其
等
を
集
め
た
時
の
あ
た
り
の
窮
眞
な
，
こ
も

壁
に
か
け
た
り
し
て
あ
る
。
す
る
一
こ
、
見
て
行
く
内
に
、
岩
石
の
片
々

，
こ
共
に
，
御
し
ま
ひ
に
は
古
銭
や
古
い
指
輪
や
時
計
な
「
こ
も
列
べ
て
あ

っ
た
。
ー
ー
エ
ス
ピ
ン
氏
や
ミ
ル
バ
ー
ン
氏
の
名
は
今
ま
で
は
天
文
の

書
物
の
上
で
の
み
聞
き
知
っ
て
み
た
の
に
止
ま
る
が
、
嘗
て
見
れ
ば
、

天
文
は
本
職
以
外
の
余
興
で
あ
っ
て
．
筒
天
文
の
外
に
地
質
や
乾
物
學

に
も
，
叉
甘
く
古
物
に
も
可
な
り
の
趣
味
を
持
っ
て
る
ら
れ
る
人
た
ち

だ
一
・
・
わ
か
っ
た
。

さ
て
。
ま
九
、

　
寧
ボ

ー
臨
瓢
慧
・

6
藁
讐
．
、

工スビン師

階（
に八
降）h
て
　）

暖
か
い

室
に

入
る
N．’
F’

C

k
柔
　’

一
九
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ち
づ
ら
う
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

大
き
な
髄
躯
の
中
老
人
が
に
こ
く
し
な
が
ら
入
っ
て
來
た
。
こ
れ
が

紹
介
さ
れ
る
ま
で
も
な
い
主
人
エ
ス
ピ
ン
師
で
あ
る
。

「
ミ
ル
バ
ー
ン
雪
に
一
通
り
見
せ
て
貰
ひ
ま
し
た
」

ε
、
禮
を
言
ふ
、
こ
し

　
「
そ
れ
は
結
構
」

ミ
輕
く
慮
じ
な
が
ら
、
話
が
天
文
の
こ
，
こ
か
ら
、
族
行
の
こ
一
こ
、
そ
れ

か
ら
日
本
の
こ
一
こ
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
ミ
な
さ
に
移
っ
て
行
く
。

　
そ
の
内
に
、
（
も
は
や
時
間
は
十
時
孚
だ
ミ
思
っ
た
が
、
）
老
婆
が
朝

食
の
た
め
の
パ
ン
や
茶
な
さ
運
ん
で
來
た
の
で
、
す
・
め
ら
れ
る
が
ま

・
に
自
分
は

　
「
こ
れ
は
今
日
の
二
度
目
の
朝
食
で
す
」

嚇
こ
笑
ひ
な
が
ら
頂
く
。

　
「
こ
れ
か
ら
、
何
所
へ
御
出
で
“
す
？
・
」

ε
問
は
れ
る
か
ら
、
自
分
は

　
「
今
、
エ
デ
ン
バ
ラ
へ
行
く
途
中
な
の
で
す
が
、
今
日
の
午
后
は
ダ
ー

ラ
ム
へ
暫
く
下
車
し
た
い
隔
こ
思
ぴ
ま
す
。
」

　
「
ダ
ー
ラ
ム
。
ふ
ム
、
そ
れ
で
は
ミ
ス
タ
・
サ
ー
ザ
、
ン
ト
に
紹
介
駄
を

上
げ
ま
す
か
ら
．
訪
ね
て
や
っ
て
下
さ
い
。
；
ー
ミ
ル
バ
ー
ン
君
，
君

今
か
ら
ミ
ス
ぞ
ヤ
マ
モ
ト
を
自
動
車
に
乗
せ
て
．
一
所
に
ダ
ー
ラ
ム
ま

で
行
っ
た
ら
好
い
で
せ
う
」

　
「
さ
う
し
ま
せ
う
」

　
「
大
回
有
り
難
う
。
し
か
し
私
は
荷
物
を
今
朝
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
の
宿
に

二
〇

置
い
た
ま
、
に
し
て
來
ま
し
た
か
ら
、
是
非
そ
れ
を
取
り
に
蹄
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
L

　
「
そ
う
で
す
が
。
そ
れ
で
は
駄
目
だ
。
残
念
だ
が
。
」

　
そ
れ
か
ら
、
十
一
時
の
汽
車
に
乗
る
た
め
、
自
分
は
ミ
ル
バ
ー
ン
氏

に
停
車
揚
ま
で
見
迭
ら
れ
て
、
正
午
に
は
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
に
蹄
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
四
、
十
一
、
三
〇
。
パ
リ
ー
に
て
）

通

循

拝
啓
　
五
月
二
日
午
后
ご
時
か
ら
、
帝
大
理
學
部
學
假
教
室
で
日
本
函
丈
學
會
の

春
季
纏
會
が
開
か
れ
ま
し
六
。
六
十
絵
名
の
出
席
者
た
み
型
の
如
く
報
告
や
理

事
長
な
ご
の
改
選
の
後
、
講
演
に
移
り
ま
し
雲
。
最
初
理
學
士
鵬
見
術
丈
氏
の

「
天
体
よ
り
天
体
へ
の
生
物
の
移
殖
」
定
題
す
る
興
味
あ
ろ
問
題
を
二
時
間
絵
り

論
議
い
六
さ
れ
六
。
天
体
に
起
源
す
る
生
物
の
自
然
獲
生
説
や
唄
石
説
、
或
ば
輻

射
観
な
ご
の
紹
介
が
あ
り
、
生
物
の
種
子
が
、
寒
暑
、
乾
燥
、
或
に
光
な
．
ご
に
依

っ
て
こ
の
程
度
ま
で
死
滅
ぜ
ぬ
か
佳
い
ふ
問
題
に
就
い
て
生
物
學
者
等
の
實
験
の

報
告
な
ご
読
か
れ
、
又
、
光
の
輻
射
巫
の
爲
若
し
種
子
が
太
陽
か
ら
出
忘
し
れ
ε

す
ろ
ぐ
」
幾
十
日
の
後
地
球
へ
着
く
か
亡
か
、
何
々
星
ま
で
世
紀
か
輩
位
ビ
し
て
何

十
倍
ぜ
か
い
ふ
兎
方
も
な
い
敷
字
さ
へ
語
ら
れ
よ
し
六
〇

　
次
の
最
近
御
餅
朝
に
な
つ
れ
理
學
博
士
早
乙
女
清
房
氏
の
「
欧
来
覗
衆
談
」
が
あ

り
ま
し
乳
。
こ
れ
は
山
本
先
生
の
記
事
も
あ
り
ま
す
か
ら
略
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
の
會
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
崎
　
　
良
　
三


